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色数を 1999 年には 15 色，2000 年には
50 色へと大幅に増加させた。そして，
これによりフリースの売り上げ枚数を
850 万枚から 2,600 万枚へと急伸させ，
過去最高の売上高を記録している（ e.g.
牧田 [2012] ）。図 1-1 は， 2000 年に
UNIQLO が実施したフリース 50 色
キャンペーンの実際のポスターである。
UNIQLO は，1998 年から開始した 1,900
円という低価格戦略にとどまらず，豊
                                                        
1)『広辞苑』第六版（新村 [2008]）では，製品とは「製造した品物」（ p.1552）と定義
されている。マーケティング関連の書物では，便益の束（ benefit  of bundle）など
と表記されることもある。一方，商品とは，「商売の品物。売買の目的物たる財貨」
（新村 [2008]p.1394）と定義され，『基本マーケティング用語辞典』では，「物的製
品とサービスの混合されたもの」（出牛 [1998]p.112）と定義されている。  
2)









図 1-1 2000 年発売 UNIQLO のフリ  




加していたのである 3）。  
 
図 1-2 SoftBank 812SH 発売当時のカラーバリエーション  
  
出所：ソフトバンクグループ [2007 ]左上  
 
図 1-3 イオン選べる 24 色ランドセル発売当時のカラーバリエーション  
 


















位置づける能動的な生活者 5）へと変化を遂げている。  
 




















































                                                        
6)  アメリカ・マーケティング協会（ American Marketing Association：AMA）の最新の
定義は，「Marketing is the activity,  set  of insti tutions,  and proces ses for creating,  
communicating,  delivering,  and exchanging offerings  that have value for customers,  







































































                                                        
7)  色彩専攻学者の F.Birren によりはじめて使用された用語である。製品的アプローチ
により，色彩と製品の消費者受容性（ consumer acceptance）との関連を解明しよう


























1.3 本稿の構成と各章の要約  





年頃から 1949 年までを指し，1950 年から 1969 年までを導入期，1970 年か



































萌芽期（ 2.1.1），導入期（ 2.1.2），発展前期（ 2.1.3）を整理している。  
カラー・マーケティング研究の萌芽期（ 2.1.1）では，マーケティング活












                                                        
8)「いろどること。いろどり。着色」（新村 [2008]p.1394）。  
12 
化手段として色彩が利用されていたことを明らかにした。これらを総じて，



























































































Study Commission for  Color：Intercolor。以下，Intercolor）が発足している。



































遊びの研究」（Holbrook and Huber[1979], Holbrook and Bertges [1981]）と，
芸術作品の消費研究から派生した，製品のデザインや店舗に流れる音楽な
どの諸手段を用いた芸術的要素に対する消費者の反応を分析する「感情と
経験消費の研究」（Holbrook[1987]）という 2 つの領域がある。  
そこで，マーケティングにおける「使用経験」について概観すべく，「消
費経験論」の系譜（3.2.1）を示した上で，ポストモダン的研究の端緒であ

























































世代差の検討からは，新人類（ 1961～ 1970 年生）世代は「エンジン音」
「ドア開閉音」「ブレーキ音」「ハンドルの素材感」「ドアノブの使い心地」








































 第 5 章では，色彩とマーケティングの現状と今後の課題として，1990 年
代以降のカラー・マーケティングの傾向をレビューした。  
















あてた Holbrook and Hirschman[1982] を嚆矢とすることは第 3 章で述べた
が，実際に消費者行動研究の枠組みを超えて，経験をめぐる議論が大きく




家にも認識させることとなる。そこで， PineⅡ and Gilmore[1999]（5.2.1）










グ手法』を用い，五感や物語 11 ） のマーケティングでの有用性を述べた
（5.4.2）。  
最後に， 1900 年代と 2000 年代の色彩とマーケティングに関する研究の
体系化を行った。前者を「 20 世紀型色彩研究体系」，後者を「21 世紀型色
彩研究体系」とし，各研究分野の理論や基礎概念に関する研究領域と，具
体的な色彩現象に関する研究領域，そして，それら研究領域におけるカ
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れる 4 つの時代区分（1.3 参照）を基に，1910 年前後から 1949 年までの「萌芽期」，
1950 年から 1969 年までの「導入期」，1970 年から 1989 年までの「発展前期」の 3
つの区分について整理していく。色彩に関する制度や団体については，1969 年以前
までを「導入期」，1970 年からを「発展期」として 2 つに大区分して整理する。  
 
2.1 色彩研究の変遷 










                                                        
1)
 産業革命とは，18 世紀半ばから 19 世紀にかけて起こった工場制機械工業の導入による産業の
変革と，それに伴う社会構造の変革のことである。しかしながら，技術や社会的な見地から
見て，歴史学的に捉える場合には，蒸気機関の発明で機械化が進んだ時期を第 1 次産業革命，









て“Various methods of marketing goods”という言葉の表記（使用）がみられたこと























異 な る 彩 色 が 施 さ れ た 万 年 筆 を
PARKER が発売するのである。  
当時の万年筆は，どの企業製品の軸
も黒い硬質ゴムで製造されており，価
                                                        
2)
  R.S. Butler は，マーケティング理論の元祖と呼ばれている A.W. Shaw と同時期のマーケティ
ング学者であり，マーケティングの実践経験が豊富な実務家である。また，「マーケティング
実務の経験を通してマーケティング概念を明らかにし，それに基づいて体系的マーケティン
グ理論を構築した」（近藤[1987] p.295）人物である。  
Property of PARKER® 
出所：ニューウェル・ラバーメイド・ジャパン㈱ 
（Parker 日本代理店）提供 
図表 2-1 PARKER「Duofold Orange」発売 
当時の実物写真 
26 




























（“ Rivaled the beauty of the Scarlet 
Tanager”）」と宣伝され4），人気に一層の
拍車がかかった。その訴求力は衰えるこ





 図表 2-3 の広告下部にある Parker の「k」の部分にスカーレット・タニジャーがデザインされ
ており，イラストからも消費者に色彩を連想させる広告デザインとなっていた。 








図表 2-2 アカフウキンチョウ 
27 
とを知らず，1930 年から 1940 年にかけて，万年筆の売り上げの 20％を占めた。さ







たのが，1908 年から Ford Motor Company（以下，Ford）が製造販売した Ford Model 
T である。日本では T 型フォードの名で広く知れ渡っている。  
この Ford Model T は，流れ作業による自動車の組み立て生産という，大量生産・
大量消費時代の自動車製造スタイルを形作った最初の車といわれ（Georgano[1993]
原 訳[1996]），「安くて，丈夫で，経済的」を掲げ実用性を重視したことでアメリカ
全土を席捲していた。しかしながら，1926 年にアメリカ建国 150 年を記念して開催
されたフィラデルフィア万国博覧会を契機として，その座を General Motors 
Corporation（以下，GM）に奪われている（新井[1986]）。  






入れることで Ford との差別化を図った。GM の差別化戦略により，GM 車は Ford 
Model T よりも高価であったにも関わらず，その販売数を伸ばし大成功を収めたの
である。この成功の要因として，GM は，社内に色彩の魅力やその他外形全般につ
いて研究開発を行う Art and Color section を新設し，車体色や装飾部品を毎年変更す
るモデルチェンジの考え方を導入していたことが挙げられる（産業技術記念会館
[2006]，特許庁意匠課[2009]）。GM は，近代的なデザインと豊富なカラーバリエー
ション展開で，ライバルである Ford との差別化を図っていたのである。  








至った。そして，この色彩技師の中から，後の GM 元副社長の H. Earl や Ford 元副









数少ないマーケティングにおける色彩に関する研究としては，A. J. Snow が 1925





目され論じられていた。1930 年には，D. B. Lucas と C. E. Benson より，製品計画で
の市場研究の対象として，色彩嗜好（Color Preferences）と色彩連想（Color Association）






















2.1.2 導入期（1950 年～1969 年） 





















ント A・B・C と称された A.G. Abbott，F. Birren，L. Cheskin らは，色彩の効用につ
いて実生活における色彩の活用を展開した次のような見解を述べている。  





Birren[1950]は，Color Psychology and Color Therapy で，商業や工業，運輸，宣伝






































Nystrom は，Marketing Handbook の中で，彩色
による製品の弁別性による利益やリスクについ
                                                        
7）発見された対象の意味の理解のしやすさを示す度合。  
8）赤と青緑，黄と青紫のように，色相環（色票を環状に並べて示したもの）で反対の位置にあり，






















さらに，色彩の効用について研究をしていた Cheskin は，Why People Buy: 




















































り，差三菱電機は 1955 年頃から戦略として色彩を活用していたことになる。  
                                                        
9）
 7 色のカラーバリエーションに関しては，シキボウ㈱営業第 2 部兼戦略素材企画推進室へ，2015
































































































図表 2-5 色彩嗜好の傾向研究分類一覧 
 
出所：野村 [1966a]p.4 を基に著者作成  





































































2.1.3 発展前期（1970 年～1989 年） 
1970 年代に入ると，国連が 1975 年を国際婦人年とするほど女性の自立が叫ばれ，
仕事を持つ女性が増加した。これにより，消費者のなかでも特に女性が注目され始










































































戦略も実施した。三洋電機は，1984 年に 20 代前半の男性を対象に，炊飯器，オー
ブントースター，コーヒーメーカーなど 10 機種を濃紺で統一した「 it’s（イッツ）」
シリーズを販売した。不調和になりがちな電気製品の色彩を統一して提案すること
で，部屋のインテリアコーディネートになるという利点もあり，この企画は見事に











































以前から色彩についての数々の研究を行っていた野村は（e.g. 野村[1963, 1964a, 






































ケティングを主にした書籍が続々と出版されることとなる（図表 2-6 参照17））。  
 
図表 2-6 カラー・マーケティングに関する書籍一覧 
 
出所：国会図書館サーチでの検索結果を基に著者作成  
                                                        
17） 図表 2-6 には，発展後期以降の書籍もあわせて表記している。 
著者・編者 出版年 タイトル 出版社
関 秀光 1968 色彩管理　――企業のカラー戦略 日刊工業新聞社
野村 順一 1969 販売カラー戦略　――カラー時代の色彩マーケティング 学習研究社
野村 順一 1984 カラー・マーケティング論 千倉書房
阿部研究所マーケティング百事グループ
調査・編集
1985 日本人の色調査 : 新マーケティング理論・戦略・戦術/色を探る 最新版 富士経済阿部研究所
小林 重順 1985 色彩戦略　――マーケティング最先端 日本能率協会
道江 義頼 1986 実践・色彩戦略　――業界別カラー・マーケティングの展開 日本能率協会
佐藤 邦夫 1986 風士色と嗜好色　――個性化時代の色彩計画 青娥書房 
伊吹 卓 1987 色彩マーケティング (流通は変わるシリーズ) 中央経済社
伊吹 卓 1987 なぜこの色だと売れるのか (講談社ビジネス) 講談社
小林 重順 1988 カラーマーケティング戦略　――感性データベースによるイメージプランニング 日本能率協会
高坂 美紀 1988 できる男のパンツの色　――ビジネスマンのカラー戦略 (ミューブックス) 毎日新聞社
伊吹 卓 1989 色彩戦争 にっかん書房
末永 蒼生 1991 色彩トレンド’90s　――「色」で読むビジネス・文化・暮らし プレジデント社
佐藤 邦夫 1992 風土色と嗜好色　――色彩計画の条件と方法 青娥書房
大阪商工会議所・色彩活用研究会 1993 “売れる色彩”の研究　――業種別・代表企業12社の色彩戦略 ダイヤモンド社
高坂 美紀 1994 色で売る　――カラーマーケティング入門 ビジネス社
伊吹 卓 1997 事典 おもしろカラー・マーケティング (事典シリーズ) 中央経済社
野村 順一 1998 商品色彩論　――色彩による効用開発の研究 千倉書房
山本 真弓・田中ひろみ 1999 「色」は売上を3倍あげる　――お客様が思わず買いたくなる色のマニュアル (アスカビジネス) 明日香出版社











高坂 美紀 2003 売れる色・売れるデザイン ビー・エヌ・エヌ新社
伊吹 卓 2003 パッケージで売れる　――売れるパッケージ商品を創るための知識・常識 日報出版
南雲 治嘉 2005 色彩戦略 (デザイン戦略シリーズ) グラフィック社
加藤 京子 2006 一瞬で心をつかむ 売れる色の使い方 日本実業出版社
高坂 美紀 2006 図解!売れる色の法則　――思わず手に取ってしまう人気商品のカラー戦略 秀和システム
高坂 美紀 2007 ヒットの「色」じかけ (ベスト新書) ベストセラーズ
芳原信 2007 なぜ、未亡人は美しく見えるのか？　――色のマーケティング学 シーアンドアール研究所
高坂 美紀 2008 売れる色とパッケージデザインの法則　――ルールとドリルで配色力が身につく ソシム
ピエブックス 2009 色彩戦略グラフィックス　―色の力を効果的に使用したブランディング事例 ピエブックス
芳原 信 2009 売れる色の理由 実例で読み解くカラーマーケティング シーアンドアール研究所
小嶋真知子 2010 カラーデザイン公式ガイド　――Supported by Pantone 表現編 (カラーマーケティングと色彩計画) 美術出版社
小倉ひろみ 2010 儲かる色の選び方　売れる色を見極めるマーケティング (デザインビジネス選書) 美術出版社
うえた さより 2010 たった1秒の「イメージ色」で行列店に変わる　――1%の繁盛店が実践している「集客」のルール 経済界
芳原 信 2011 カラー版　色彩の教科書 (COLOR新書ｙ) 洋泉社
日経デザイン 2011 売れる色はこう決める！ ――カラー★マーケティング50選 日経BP社
松本 英恵 2012 心をつかむ色とデザイン　――商品力・サービス力を磨くためのスキルアップ講座 日本能率協会マネジメントセンター
ビジネスカラー研究会 2013 使える！色彩学 洋泉社
ウジ トモコ 2014 問題解決のあたらしい武器になる視覚マーケティング戦略 クロスメディア・パブリッシング(インプレス)






























































2.2.1 導入期（～1969 年） 
日本における色彩研究の草分けとなる機関は，一般財団法人日本色彩研究所













色・色彩工学に関する調査・研究・開発を行う研究第 2 部の 2 つの研究部門を保有
している。1954 年からは，研究紀要『色彩研究』を年に 1 回，また，機関誌『COLOR』
を年 2 回発刊している。1964 年には，色彩調和を主な目的としたカラーシステム『日
本色研配色体系  Practical Color Cordinate System：PCCS』を発表し，色彩教育の現
場において基本となる色票を作成している機関でもある。  
一方，諸外国では，1915 年にアメリカ色彩協会（Color Association of the United 
States：CAUS）が設立されている。その後，色彩の国内調整を図るべく，1930 年に
は英国色彩評議会（The British Color Council：BCC）が，翌年の 1931 年に全米色彩
協議会（Inter Society Color Council：ISCC）が設立されている。  
日本では，1950 年代の戦後の経済復興中に，国内に氾濫した粗悪な色彩を改善す




















る唯一の機関である国際流行色委員会（International Commission for Color：Intercolor）
が設立される。Intercolor は，1963 年にイタリアで開催された第 7 回国際色彩会議
















もに変動しているが，2016 年 1 月現在では，アメリカ，イギリス，イタリア，韓国，
スイス，スペイン，タイ，中国，ドイツ，トルコ，日本，ハンガリー，フィンラン
ド，フランス，ポルトガルの 15 ヶ国が加盟している。各国の加盟年や代表団体の設
立年などは一覧表には明記していないが，設立当時から 2000 年代までと幅広い。  
 
図表 2-7 Intercolor 加盟国と各国の代表団体一覧（2016 年 1 月現在） 
加盟国 代表団体 
アメリカ Cosmetic Executive Women, Inc. : CEW 
イギリス British Textile Colour Group : BTCG 
イタリア Color Coloris : Italian Color Insight 
韓国 Korea Color & Fashion Trend Center : CFT 
スイス Swiss Textile Federation 
スペイン Escola Superior de Disseny : ESDI 
タイ Thailand Institute of Fashion Research : inFASH 
中国 China Fashion & Colour Association : CFCA 
ドイツ Deutsches Mode Institut : DMI 
トルコ 34Color.IST 
日本 Japan Fashion Color Association : JAFCA 
ハンガリー Bajczàr Trend & Design 
フィンランド ICfin Ry 
フランス Comité Français de la Couleur : CFC 
ポルトガル ANIVEC/APIV 
出所： Intercolor[2015]を基に著者作成   
47 
Intercolor は，図表 2-7 のように，加盟各国代表の非営利である色彩団体（1 団体
／国）で構成されている。これら加盟国の代表が，実シーズンに先駆けて流行色の

















図表 2-8 カラートレンド情報の流れ 
 
    出所： jafca[2015]より引用  
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を試み，その効用について言及している（Cheskin[1951, 1954] 大智訳[1955, 1957]，









































図表 3-1 製品・ブランド選択への準拠集団の影響 
 
出所：Bearden and Etzel[1982]p.185, 三浦ほか [2006a]p.119 より引用  
①影響： 製    品 ＝弱 ①影響： 製    品 ＝強
ブランド＝強 ブランド＝強
②例　 ： 腕時計，自動車 ②例　 ： ゴルフクラブ，
紳士服 スキー，帆船
①影響： 製    品 ＝弱 ①影響： 製    品 ＝強
ブランド＝弱 ブランド＝弱
②例　 ： マットレス， ②例　 ： TVゲーム，
冷蔵庫， ゴミ圧縮機，
フロアランプ 製氷機




 2.　必需品・パブリック  1.　贅沢品・パブリック
 3.　必需品・プライベート  4.　贅沢品・プライベート
必需品 贅沢品



























シェス・モデル（Howard and Sheth[1969]）は，S-O-R 型5）の学習理論をベースに，
認知理論や探索理論などを統合した包括概念モデルであり，1960 年代における消費





図表 3-2 では，消費者が，目や耳などの  <感覚レジスタ> を通して，広告や口コ
ミなどの外部情報を取得  <刺激> し，<長期記憶> 内に蓄えていた過去の購買経験
などによる内部情報を  <短期記憶> 内で統合し，その結果を基に，購買  <行動> を
                                                        
4） たとえば，PC を購入する際は，PC の CPU（Central Processing Unit の略。中央演算処理装置）
などの性能の高さを客観的判断基準として，処理速度の速いものは優，遅いものは劣という
ような優劣での判断が可能である。  












図表 3-2 消費者情報処理の基本図式 
 






パンフレットやクチコミなどの情報  <刺激（外部情報）> を取得し，比較検討を行
う。その際には，過去に乗車していた自動車の良し悪しの経験や，友人が乗車して
いたもの，街中で目を引いたものなど，<長期記憶> としてストックしていた自身








て，消費者の  <長期記憶> のなかでの情報は，ブランド・カテゴライゼーションの









































販店に赴いた場合，Windows のタブレット PC の売り場であれば， Surface3 と

























                                                        





















1980 年代に登場する。その端緒となったのが，M.B.Holbrook と E.C.Hirschman によ
る「消費経験論」といわれている（南 [1998]）。彼らは，従来の行動科学的研究が選
択行動の分析に偏りすぎていることを批判し，芸術鑑賞などを取り上げ，使用行動
に伴うさまざまな「感情体験」を分析する重要性を主張した（ Holbrook and 




















                                                        











るようになった（Holbrook and Hirschman[1993]）。  
このように，研究方法の模索が開始されたのと同じ頃，相対主義的な科学観を擁
































































図表 3-3 モダンとポストモダンの対比 
比較内容 モダン（実証主義） ポストモダン（非実証主義） 
存在論  




認識論  ・知識は客観的なもの  ・知識は主観的なもの  













代表的方法  ・実証主義的方法（仮説演繹的方法） ・解釈主義的方法（解釈学，記号学） 

























































る。その学術成果としては，Journal of Consumer Research や International Journal 









図表 3-4 行動科学的研究とポストモダン的研究の特徴の違い 
 





























Holbrook と Hirschman が提示した「消費経験論」は，さまざまなマーケティング
研究者に影響を与え，その後の研究は，図表 3-5 のように，「快楽消費研究」と「意
味研究」という 2 つの研究に派生していく。  
快楽消費研究は，さらに，芸術作品自体に対する審美的反応を分析する「芸術消
費と遊びの研究」（Holbrook and Huber[1979], Holbrook and Bertges[1981]）と，芸術
作品の消費研究から派生した，製品のデザインや店舗に流れる音楽などの諸手段を
用いた芸術的要素に対する消費者の反応を分析する「感情と経験消費の研究」
（Holbrook[1987]）の 2 つの領域に分類される。  
 
図表 3-5 消費経験論の系譜 
 






（Levy[1959, 1981], Holman[1981], Hirschman[1981], Hirschman and Holbrook[1981], 






























Hirschman and Holbrook[1982]，Holbrook and Hirschman[1982]の 2 つが，「消費経験論」
を展開している代表的な論文として述べられることが多い（ cf. 南 [1998], 堀内
[2004], 松尾[2005], 三浦[2006a]）。 



























そこで，Holbrook と Hirschman は，商品の選択・購買過程ではなく，使用・利用
（維持・所有・活動への参加を含む）の過程に着目する必要性を論じたのである。
商品の使用や利用に喚起されるさまざまな感情（五感のイメージ）や空想に着目し，












という 3 つの F（3F）に焦点をあてることで，消費者が商品の使用・利用により経
験する楽しさや面白さ，快適さなどに注目している（ホルブルック[2001]）。 
3F の登場以降，経験という観点は多数の支持者と賛同者を集めた。その背景には，
Holbrook が 3F を経験（Experience：従来の 3F），エンターテイメント（Entertainment：
ハイパーリアリティ 14）における 3F に基づく冒険を顧客により提供），露出症
（Exhibitionism：窃視症と表裏一体で，消費者行動選択時にイメージに頼り，好奇





が神聖さを増す様子を述べたもの）という 4 つの F（4F）の方向へ推し進めている
ことが挙げられる。 








































る形が現代社会における消費者行動の姿であると論じた（堀内 [2001, 2002, 2003, 
2004]）。 
 
3.2.3 エステティックス（ästhetics）と消費者研究  
 次第に，芸術作品も製品の概念に含まれるとするマーケティング概念拡張論
（Kotler and Levy[1969], Kotler[1972]）が派生してくる。牧野[2015]によると，美学
の領域では，ästhetic という言葉は，「美的」「感性的」などと訳されることが多い。
そして，ästhetics は「美学」と訳される場合が多く，the ästhetic を「美的なもの」「感
性的なもの」と訳す。一方で，消費者行動研究やマーケティング研究における






う 3 つの意味があるとしている。  
このエステティックスとマーケティングとの関係に着目した先駆的研究は，その






ように，「製品デザイン  ― パッケージ広告 ― コーポレート・アイデンティティ  ― 





図表 3-6 エステティックス連続体（the aesthetic continuum） 
 
出所：Levy and Czepiel[1975]p.387，川又 [2004]p.152 を引用  
 





つに集約した（Levy and Czepiel[1975]）。 
 これを受け，その後のマーケティング研究で扱われる芸術は，消費者特性やライ
フスタイルによるセグメンテーションなどを目的とした，消費者情報処理を用いた






































































る。そして，Holbrook と Hirschman を中心に，芸術消費の固有性に関する研究成果
が発表されていくことになる。  
松尾・赤岡[2014]によると，芸術の固有性に関する研究は，「時間消費」「快楽消



















































































図表 3-7 消費者行動の新たな定義 
 

























































になった意義ある研究である。しかしながら，Holbrook と Hirschman の「快楽消費









動により得られる楽しさや喜びを快楽としているため，Holbrook と Hirschman の説
と大差なく，このような消費者行動に得られるものが快楽の主要因であるのかとい






新しい快楽消費のロジックとして，以下の 3 つのロジックを提示している。  
 
ロジックその１ 消費者は本来快楽を求める存在である。  
ロジックその２ 現代日本の日常生活においては，快楽を得るための有効な手  
段として消費行動がある。 






































































ドミナンスの 3 次元を用いて数式で記述することを試み，感情経験は，この 3 次元
のいずれか，またはこれらの組み合わせの数式で表現できることを示唆している。  























図表 3-8 感情の構造 
 













喜び，興奮，驚きの 15 個の感情からなる消費者感情セット（CES：Consumption 
Emotions Set）を開発した。これらの研究の特徴は，芸術鑑賞や遊びに関する消費経
験から，日用品の消費経験へとその研究対象が拡大していることである。ここから，










































図表 3-9 感情を扱う研究マトリクス 
    




チ」に位置づけられる。この類型 B に該当する研究としては，FCB グリッドを基礎















































 第 4 章に入る前に，第 2 章と第 3 章を小括する。本論文で重要なポイントとして，
モダン・マーケティングとポストモダン・マーケティングがある。  























 第 3 章では，ポストモダン・マーケティングの登場と発展と題して，ポストモダ
ン・マーケティングの登場について述べ，その特徴である「経験」と「感情」につ
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第 4 章 自動車をケースとしたカラー・マーケティングの検討  
 



























びを提供することを目的の 1 つとしている。 
 
図表 4-2 CROWN ATHLETE 新規設定 12 色の車体色見本色 
 
出所：TOYOTA MOTOR CORPORATION[2015]を参考に筆者作成 
 




























産自動車が生産されたのは 1904 年である。そのため，自動車市場は現在まで 111
年という長い歴史を有する市場であり，100 年という長期間でその企業戦略をみ
ることが可能である。 


























































な判断ができなくなること（Jacoby and Speller and Kohn[1974]，Scammon[1977]，Levy 
and Fein and Schcker[1996]）や，選択肢が消費者にとって多いと感じられる場合には，
意思決定が難しく購買行動に結びつかないことなどが報告されている（Iyenger and 
Lapper[2000]）。 
                                                        
3）
 定員 4 人（うち 2 人は子どもでも可），4 人搭乗時に時速 100km 以上が可能，エンジン排気量 350
～500cc，時速 60km で燃費 30km/L 以上，販売価格は 25 万円以下，月産 3,000 台，走行距離 10
万 km 以上でも大きな修理が不要，1958 年秋に生産開始可能，という条件であった。 



















3 年程度前からスタートしている。その場合，Intercolor が実シーズンの 2 年前に発表
する世界的な流行色情報や，JAFCA が実シーズンの 1 年前に発表する日本的な流行色
情報を入手する以前に企画立案を開始することとなる。そこで，オートカラーアウォー

































たカラーデザインの自動車の表彰を行うべく，第 1 回は，1998 年度に発売されていた





る「プロダクツ CMF（Color Material Finish）デザイナーズセレクション」である。 






図表 4-3 は，歴代グランプリ受賞車の一覧にしたものである。 
 
図表 4-3 オートカラーアウォード歴代グランプリ受賞車一覧 
年度 




























































































フレンチミント 3 トーン（グレージュ内装×キャメルシートファブリック） 
コフレピンク 3 トーン（グレージュ内装×ベージュシートファブリック） 




























調査用カラー・コードには，2008 年までは ISCC-NBS COLOR NAME に基づき，修
正マンセル体系の色空間を 267 ブロックに分割し，各々のブロックを系統的な色名で
表した JBCC（Jafca Basic Color Code）修正マンセル体系を用いている。2009 年以降は，
JAFCA で行う車体色調査の専用コードとして，JAFCA 自動車色彩分科会のメンバー













図表 4-4 JAFCA 車体色調査専用カラー・コード大分類と小分類一覧 
 














p-pPK l-pPK bt-pPK s-pPK dp-pPK d-pPK m-pPK gy-pPK p-PK l-PK s-PK v-PK dp-PK
d-PK m-PK gy-PK p-yPK l-yPK s-yPK v-yPK dp-yPK d-yPK m-yPK gy-yPK s-pR v-pR
m-pR lgy-pR gy-pR m-R lgy-R gy-R gy-rO pkGY rGY
R s-R v-R
me-R dp-pR d-pR dp-R d-R
dk-R vdp-pR vd-pR vdp-R vd-R dgy-R bk-R
s-rO v-rO dp-rO d-rO m-O l-O bt-O s-O v-O dp-O m-rO brO p-OY
l-OY bt-OY s-OY v-OY dp-OY d-OY m-OY
BEI
（ベイジ）
Bei lgy-rBR brPK lgy-BR lgy-yBR
l-rBR s-rBR dp-rBR d-rBR m-rBR gy-rBR dgy-rBR l-BR s-BR dp-BR d-BR m-BR gy-BR
dgy-BR l-yBR s-yBR dp-yBR d-yBR m-yBR gy-yBR dgy-yBR
Y
（イエロー）
Y p-Y l-Y bt-Y s-Y v-Y dp-Y d-Y m-Y gy-Y dgy-Y
OL
（オリーブ）
OL l-OLBR d-OLBR m-OLBR l-OL d-OL m-OL lgy-OL gy-OL dgy-OL d-OLG m-OLG gy-OLG dgy-OLG
p-YG l-YG bt-YG s-YG v-YG dp-YG m-YG gy-YG p-gY l-gY bt-gY s-gY v-gY
dp-gY d-gY m-gY gy-gY
vl-yG l-yG bt-yG s-yG v-yG dp-yG vdp-yG d-yG m-yG vp-G p-G vl-G l-G
bt-G s-G v-G d-G m-G gy-G d-bG
dk-G s-OLG dp-OLG dp-G dp-bG vd-bG vd-yG vd-G dgy-G bk-G
BG
（ブルーグリーン）
BG vl-bG l-bG bt-bG s-bG v-bG m-bG
B s-gB v-gB dp-gB d-gB vd-gB m-gB s-B v-B v-pB
l-B vl-gB l-gB bt-gB vp-B p-B vl-B l-B bt-B
me-B m-B gy-B
d-B dgy-B bk-B dp-B d-B dp-pB d-pB
vp-V p-V vl-V l-V bt-V s-V v-V dp-V d-V m-V gy-V vp-pB p-pB
vl-pB l-pB bt-pB s-pB m-pB gy-pB
vp-P p-P vl-P l-P bt-P s-P v-P dp-P vdp-P d-P vd-P m-P gy-P
dgy-P bk-P p-rP l-rP s-rP v-rP dp-rP vdp-rP d-rP vd-rP m-rP gy-rP
W
（ホワイト）
W pkW yW gW bW pW W
SV
（シルバー）
SV l-GY l-gGY l-bGY l-pGY yGY
me-GY l-OLGY l-brGY gGY bGY pGY me-GY
dk-GY d-GY d-rGY brGY OLGY d-gGY d-bGY d-pGY
BK
（ブラック）

































図表 4-5 国内向け国産乗用車車体色調査におけるカラー占有率の推移 
































JAFCA による車体色調査が 1965 年に開始されたため，ここでは 1969 年までの 5 年
間の推移の背景をみていく。 
この時期は，無彩色よりも有彩色の方が多く生産された有彩色優位時代である。唯
一，1967 年に無彩色の占有率が 50%を下回るが，これは，白いクラウン（トヨタの 3



































































































                                                        
8） 軽四輪車とは長さ・幅・高さが 3.4m・1.48m・2.0m 以下でエンジンの総排気量が～660cc のもの。



























































よると，実際に 1990 年代以降，自動車 CM への機能的キーワードの出現頻度は減少
し，感性的キーワードの出現頻度が増加している。  











しかし，1980 年代になると，アメリカの消費者行動学者である Holbrook と Hirschman
が情報処理では説明できない芸術鑑賞という消費を取り上げ，新たに快楽消費という


















さらに，イギリスの社会学者である Campbell は，The Romantic Ethic and the Spirit of 
Modern Consumerism において，消費者行動の本質は実際の製品の選択や購入，使用で
はなく，空想的な快楽追及であるとしている。また，アメリカのマーケティング研究


















































など自動車と音に関する研究や（岩宮[2010]，本井 et al.[2012]，横山 et al.[2013]），
                                                        























代，五感の感覚項目間の差を検討するため，SPSS Statistics20 を用いて t 検定と一元配
置分散分析，多重比較，二元配置分散分析などを行った。 
<調査対象> 
 関西の大学に在学する学生とその両親，合計 1,544 人（男性 777 人，女性 767 人）
を対象にアンケートを実施した。そこから，世代間の差異を調査するため，「新人類」
と呼ばれる 1961～1970 年生まれの世代と，「新人類 Jr.」と呼ばれる 1986～1995 年生
まれの世代の 1,200 人を有効回答者として選出した。その内訳を図表 4-7 に示す。 
新人類が 526 人（平均年齢 48.85 歳，SD=2.51），新人類 Jr.が 674 人（平均年齢 20.41




新人類 新人類Jr.   合計
女性 296 328 624
男性 230 346 576
合計 526 674 1,200
   (人)
図表 4-7 被験者の属性内訳一覧 
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<アンケート調査期間・方法> 








に関する感覚項目を各 4 項目，合計 16 項目設定し，それらに対する尺度評価を「4：
重視する」「3：やや重視する」「2：やや軽視する」「1：軽視する」の 4 段階で行っ














                                                        
10）実際に実施したアンケートを資料として本稿付録として添付する。 
11）































時における感覚的評価項目の尺度得点について t 検定を行った（図表 4-10）。 
 
図表 4-10 感覚項目の性差による比較結果 
 
 
検定の結果，自動車使用時で重視する感覚項目は，16 項目中 7 項目において性差に
よる有意差がみられた。男性よりも女性の方が有意に高い得点がみられたのは「車体
色」「内装色」「シート素材の香り」「エアコンのにおい」「車内全体の香り」「芳
感覚 N M SD p
視覚 4,800 3.26 0.76
聴覚 4,800 2.59 0.92
嗅覚 4,800 2.89 0.92







感覚項目 M SD M SD 　df
車体デザイン 3.42 0.67 3.44 0.70 1,198 -0.41
車体色 3.50 0.66 3.38 0.71 1,198 3.21 **
内装デザイン 3.20 0.72 3.18 0.76 1,198 0.35
内装色 3.04 0.77 2.93 0.85 1,198 2.23 *
エンジン音 2.73 0.89 2.80 0.95 1,198 -1.24
ステレオ音 2.64 0.84 2.74 0.93 1,160 -1.82
ブレーキ音 2.58 0.90 2.58 0.96 1,198 0.07
ドア開閉音 2.37 0.88 2.33 0.91 1,198 0.68
エアコンのにおい 3.20 0.82 2.91 0.91 1,159 5.61 ***
室内全体の香り 3.17 0.85 2.83 0.88 1,198 6.93 ***
芳香剤の香り 2.99 0.93 2.56 0.94 1,188 7.93 ***
シート素材の香り 2.90 0.88 2.53 0.91 1,184 7.03 ***
シートの素材感 2.99 0.75 2.95 0.86 1,143 0.87
ハンドルの素材感 2.54 0.86 2.75 0.90 1,198 -4.21 ***
内装パネルの素材感 2.52 0.82 2.58 0.92 1,154 -1.27


















その結果，16 項目中 9 項目で世代による有意な差がみられた。新人類 Jr.よりも新人
類の方が統計的に有意に高い得点がみられたのは「エンジン音」「ドア開閉音」「ブ
レーキ音」「ハンドルの素材感」「ドアノブの使い心地」「内装パネルの素材感」の











感覚項目 M SD M SD 　df
車体デザイン 3.44 0.67 3.42 0.69 1,198 0.55
車体色 3.42 0.67 3.45 0.70 1,198 -0.75
内装デザイン 3.17 0.72 3.21 0.76 1,154 -0.94
内装色 3.02 0.79 2.96 0.83 1,149 1.36
エンジン音 2.85 0.90 2.69 0.93 1,148 2.85 **
ステレオ音 2.63 0.86 2.73 0.90 1,198 -2.02 *
ブレーキ音 2.72 0.90 2.47 0.94 1,153 4.69 ***
ドア開閉音 2.55 0.84 2.19 0.91 1,198 6.93 ***
エアコンのにおい 3.07 0.85 3.05 0.90 1,198 0.36
室内全体の香り 2.83 0.87 3.15 0.87 1,198 -6.33 ***
芳香剤の香り 2.62 0.94 2.92 0.95 1,198 -5.40 ***
シート素材の香り 2.67 0.87 2.76 0.95 1,198 -1.67
シートの素材感 2.94 0.81 3.00 0.80 1,198 -1.26
ハンドルの素材感 2.70 0.87 2.59 0.90 1,198 2.24 *
内装パネルの素材感 2.66 0.82 2.46 0.89 1,166 4.06 **
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第 5 章 色彩とマーケティングの現状と今後の課題 
 







































が，1999 年に発売された Apple の PC である imac であった。それまでの PC といえ
ば，ベージュのような色彩で統一されていたが，1997 年に SONY の VAIO がバイオ
レット色を彩色したことを皮切りに，タンジェリン，グレープ，ライム，ストロベ
リー，ブルーベリーと呼ばれる半透明のキャンディーカラー5 色を採用した imac が
登場し，女性を中心に購買層が飛躍的に広がることとなった。衣料品においても，
2000 年に展開された UNIQLO の 50 色キャンペーンや，2001 年に AEON が販売した
24 色のカラーランドセル，2007 年には Soft Bank と PANTONE が共同した携帯電話
PANTONE® 812SH の 24 色展開など，2000 年代に入ると，豊富なカラーバリエーショ
ンの時代となった。  
また，NIKE は 2000 年 11 月より「NIKEid」をスタートさせている。これは，自






























ニックな彩色を施され，他社では約 4 割が黒やシルバーが占めていた時代に，約 8
割を有彩色に彩色するなど，若者契約者が多かったがゆえにカラー戦略を早くから
行っていた企業である（葛西[2004]）。  






の 12 ステップで説明している。  
 
1. 全部の市場のトピックスを拾い集める  
2. 開発や販売をしかけたい市場の中から，競合の色情報を集める  
3. 自社製品の整理をする  
4. どの色彩市場を攻めるかを決める  
5. コンセプトと色彩を合わせる  
6. ネームと色彩を合わせる  
7. 形と色彩を合わせる  
8. 質感と色彩を合わせる  
9. 写真やイラストと，周囲の色彩のバランスをとる  
10. 広告の色彩をコントロールする  
11. ディスプレイの色彩で売る  




                                                        
1）日経デザイン包装向上委員会編[2007]では，「飲料編」「食品編」「雑貨編」「価格編」として


























































て，国会図書館サーチを利用した調査を行った結果を図表 5-1 に示す。  
この結果から，色彩研究がマーケティング学者の間で行われ始めた 1950 年代以降
に，色彩調節というキーワードでの研究が急激に増加していることがわかる。また，













































1,447 件，「カラー」では 412 件，そして「色彩」では 221 件となった。その中から，








図表 5-2 タイトルに色に関する単語が記載されている取得博士号種内訳 
 























図表 5-3 タイトルに色に関する単語が記載されている取得博士号種一覧 
 
出所：CiNii および国立国会図書館サーチにより探索された数を基に著者作成  
 
 次に，より範囲を絞り，「色彩」という用語で抽出を行った結果を図表 5-4，5-5
に示す。図表 5-4 は，結果の割合を円グラフで示し，図表 5-5 は，経年変化による
出現数を示している。  
博士 (医学) 博士 (情報理工学) 博士 (経済学) 博士 (社会環境学)
博士 (工学) 博士 (環境科学) 博士 (商学) 博士 (障害科学)
博士 (理学) 博士 (芸術学) 博士 (人文科学) 博士 (情報工学)
博士 (農学) 博士 (栄養学) 博士 (数理学) 博士 (醸造学)
博士 (歯学) 博士 (情報学) 博士 (生活環境学) 博士 (神学)
博士 (薬学) 博士 (水産科学) 博士 (生命システム科学) 博士 (人間健康科学)
博士 (学術) 博士 (被服環境学) 博士 (生命体工学) 博士 (政策・メディア)
博士 (生命科学) 博士 (医工学) 博士 (物理学) 博士 (生体情報)
博士 (獣医学) 博士 (環境学) 博士 (システム情報学) 博士 (生物科学)
博士 (文学) 博士 (教育学) 博士 (メディアデザイン学) 博士 (生物環境調節学)
博士 (保健学) 博士 (人間科学) 博士 (音楽) 博士 (生物資源学)
博士 (美術) 博士 (生物資源科学) 博士 (音楽学) 博士 (生命機能学)
博士 (再生医科学) 博士 (エネルギー科学) 博士 (感覚矯正学) 博士 (総合社会文化)
博士 (芸術工学) 博士 (医療技術学) 博士 (看護学) 博士 (中国研究)
博士 (水産学) 博士 (科学) 博士 (教育心理学) 博士 (都市情報学)
博士 (バイオサイエンス) 博士 (海洋科学) 博士 (経営) 博士 (日本言語文化学)
博士 (芸術) 博士 (生活科学) 博士 (芸術文化学) 博士 (日本文化)
博士 (人間・環境学) 博士 (ソフトウェア情報学) 博士 (言語学) 博士 (法学)
博士 (情報科学) 博士 (デザイン学) 博士 (言語文化学) 博士 (理工学)
博士 (地球環境科学) 博士 (医科学) 博士 (国際文化) 博士 (林学)
博士 (心理学) 博士 (感性科学) 博士 (材料科学) 博士 (臨床心理学)
博士 (文化財) 博士 (経営学) 博士 (社会学) 博士 (臨床薬学)
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図表 5-4 タイトルに「色彩」が表記されている取得博士号種の内訳 
 
出所：CiNii および国立国会図書館サーチにより探索された数を基に著者作成  
 








図表 5-5 タイトルに「色彩」が表記されている取得博士号種の経年変化 
 


































                                                        
3）たとえば，文字（読み）や音に色がついて見えるという色字，色聴共感覚などのような色情









































                                                        
5）ある感覚器官に与えられた刺激によりもたらされる特有の反応の他に，それ以外の系統に属
する感覚器官にも感性的反応を無意識的に引き起こす現象のこと（東京商工会議所編[2011]）。 
6）Gillbert[1996]や Zellner, Whitten and Kemp[1999]は，色彩と香りの印象の関連性を示唆し，色彩
と香りに着目した研究を実施している。 
7）2014 年 10 月 24～26 日，調査会社マイクロミルを通じてインターネットで実施し，全国の 20
～60 代の男女 1,030 人から回答を得ている。  
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5.2.1 PineⅡand Gilmore の「経験経済」（experience economy） 
新たな経済価値として，これまでは買い手の外部に存在していた経済価値（コモ
ディティ，商品，サービス）ではなく，消費から得られる「経験」に着目し，消費















のレベルを実現した企業は，経験という価値を作り出している」（ Pine and 

























たとえば，コーヒーをコモディティとして販売するならば，1 ポンドあたり 1 ドル
という価格となる。コーヒーをパッケージ製品として売る場合は，1 カップあたり 5
セントから 25 セントとなる。コーヒーショップならば，50 セントから 1 ドルで提






図表 5-6 経済価値の進展の最終形態 
 


































ることにより，経験価値を 4 つの領域で分類し「4E 領域」として描きだしている（図
表 5-7）。 
 
図表 5-7 経験ステージングにおける 4E 領域 
 





























5.2.2 Schmitt の「経験マーケティング」（Experiential Marketing） 
日本で最初に本格的に「経験価値」という用語を使ったのは Schmitt[1999]の邦訳











































































図表 5-8 Schmitt の経験価値次元 
 
出所：Schmitt[1999]（嶋村・広瀬訳 [2000]）pp.87-101, 青木 [2011]p.34，岡山 [2013]p.559 を参考に作成  
 
配による消費，情緒支配による消費の両方を認め，折衷主義的な方法論をとる」














グのツールである。このグリッドを基に，どの ExPro を用いてどの SEM を構築す
るかを決定することが可能となる。経験価値マーケティングの実践は，ExPro を通
じて行われ，ExPro の具体的な手段は，デザインした SEM により異なる。  



















































図表 5-10 SEM の詳細一覧 
 
出所：Schmitt[1999]pp.126-215 を基に筆者作成  
 












































































































図表 5-11 経験価値ハイブリッドのタイプ 
 







































フランスの歴史学者である L.P.V. Febvre は，感性という言葉を 14 世紀初頭から





とも示唆している（Febvre and Colbin and Duby[1987]大久保・小倉・坂口訳[1997]）。 
桑子[2001]は，日本では漢字の語源から，「感性」を sensitivity，sense，sensibility，
feeling，aesthetics，emotion，affective，intuition などといったさまざまな意味を含む


















図表 5-12 研究者の感性に対する解釈例 
 
出所：原田 [2010]を基に著者作成  
 








































































 一方，2007～2013 年までの 7 年間，日本感性工学会会長を務めた椎塚は，学問
の歴史の中で，感性分野の研究がいかに社会に必要とされ発展してきたかについて
述べている。  











図表 5-13 感性を科学する基本的研究分野 
 












































































図表 5-14 感性価値創造とマーケティング 
 
出所：椎塚 [2013]p.5 を基に加筆修正  
 
































































図表 5-16 日本感性工学会の分科会一覧 
 




















読み解き，顧客をつかむ方法について次の 3 つの観点から述べている。  
 1 つ目は，企業の規模・業種を問わず，感性を軸にビジネスを考慮するというこ
とが行われていない点である。これにより，ズレという根本的なビジネスの諸問題
が引き起こされているのである。このズレには，図表 5-17 のような 4 つのケースが
考えられる。  
 
図表 5- 17 消費者の感性や行動からビジネスを見ないことにより生じるズレのケース 
 







 実際に，感性でビジネスを組み立てるためのモジュールとして，図表 5-18 のよう





この 6 つのインパクトを考慮し，図表 5-18 の 3+1 のモジュールを活用しながら具体  































図表 5-18 感性でビジネスを組み立てるためのモジュール 3＋1 
 














































図表 5-19 感性の定義と範囲 
 
出所：長沢 [2002]p.6 を基に一部修正  
 
 これらをふまえて，長沢は，心理の情報処理過程に沿い，Schmitt の SEM を当て
はめた模式を作成する（図表 5-20）。  
 


























































































 さらに，長沢は，商品の品質要素における感性品質の領域を図表 5-21 のように定
義している。  
 
図表 5-21 商品の品質要素による感性品質の定義と経験価値の位置づけ 
 
出所：天坂・長沢[2000]，長沢 [2005]p78  
 
 感性品質は，狭義では，官能評価や心理的なイメージ調査などにより主観的に測
定される第 2 次品質や第 3 次品質を示す。これにより，理化学的検査により客観的





感性品質は、広義で捉えるならば，第 1 次品質もこの範囲である。  
 このように，長沢は，Schmitt が提唱した経験価値と，長町や椎塚らの感性工学と
品質要素 形態的要素 測定方法 感性評価・感性品質 経験価値
第一次品質 機能，動力性能（加速・燃費） 理化学的検査
第二次品質 スタイリング，乗り心地，居住性 官能検査 　　　　　　　　　広義 SENSE／FEEL
　　狭義












ている（図表 5-22）。  
 





置づけなどを，経験価値フレームを使用して分析を行っている（図表 5-23）。  
 




























































































































































るだけでなく，使う人の感性に訴える製品を創り出している（2015 年 10 月 14 日アクセス：



































を 1990 年代末に新設している。10 人の技術者からなるその部署では，ドアの開閉
                                                        
15）1806 年にアメリカで創業し，石鹸，洗剤，歯磨剤などの日常用品を製品開発，製造，販売し






















































































































 実は，広報の利点はもう 1 つあり，情報を流すだけでなく，感想を述べることが




























































































ングのなかの 1 つとして捉える必要があると考える。  
第 2 章や第 5 章の 1 節において，色彩研究について述べてきたが，1900 年代と 2000








図表 5-24 は，1900 年代の色彩とマーケティングに関する研究の体系を図示した
ものである。これを，「20 世紀型色彩研究体系」と呼ぶこととする。  






る。第 5 章 1 節で示したような，医学や歯学分野の研究，色彩とは関係の深い光学  
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図表 5-25 21 世紀型の色彩研究体系図 
 
 









































































































【第 5 章参考文献】  
青木幸弘 編著 [2011]『価値競争時代のブランド戦略：脱コモディティ化への挑戦』東
京：ミネルヴァ書房  
東浩紀 [2001]『動物化するポストモダン―オタクから見た日本社会』東京：講談社  
天坂格郎・長沢伸也  [2002]『官能評価の基礎と応用―自動車における感性のエンジニ
アリングのために』東京：日本規格協会  
飯田健夫編 [1995]『感じる』東京：オーム社  
入澤裕介・長沢伸也  [2005]「INAX 社「SATIS」のおもてなしトイレ空間  : 経験価値創






ウルマン, スティーブン [1959] 山口秀夫 訳[1964]『意味論』東京：紀伊国屋書店  
榎新二・長沢伸也 [2005]「アルビレックス新潟  4 万人動員のマネジメント  : 経験価値
創造の事例研究(第 5 報)」(社)日本品質管理学会第 34 回年次大会発表要旨，『品質』
35(1)，p.77. 






岡山武史 [2013]「小売企業の消費経験に関する一考察」『商経学叢  経営学部開設 10 周
年記念論文集』pp.555-571. 
小川長 [2011]「コモディティ化と経営戦略」『尾道大学経済情報論集』11(1)，pp.177-209. 
小木紀親 [2010]『マーケティング EYE』第 3 版，愛知：中部経済新聞社  
恩蔵直人[2007]『コモディティ化市場のマーケティング理論』東京：有斐閣  
葛西紀巳子 [2004]『売れるお店の色彩学』東京：同文舘出版  
蚊野浩・源野広和・藤原義久・河田宏  [1993]「人間の色彩感性を考慮した画像処理」『シ
ステム/制御/情報 : システム制御情報学会誌』37(5)，pp.291-299. 
黒坂俊介・長沢伸也  [2005]「京都祇園のお茶屋「一力亭」の演出力  : 経験価値創造の




桑子敏雄 [2001]『感性の哲学（NHK ブックス）』東京：日本放送出版協会  
高坂美紀 [2003]『売れる色・売れるデザイン』東京：BNN 新社  
国立情報学研究所 [2015]「博士論文書誌データベース」，東京：国立国会図書館（2015
年 10 月 17 日取得，https://dbr.nii.ac.jp/infolib/meta_pub/G0000016GAKUI1）  
小阪裕司[2006]『「感性」のマーケティング―心と行動を読み解き，顧客をつかむ』東
京：PHP ビジネス新書  
近藤公彦 [2013]「小売業における価値共創―経験価値のマネジメント」『マーケティ
ング・ジャーナル』日本マーケティング協会，32(4)，pp.50-62. 






坂本和子  [2010]「購入意向を高めるための色彩戦略」『日本色彩学会誌』 34(3)，
pp.292-297. 
佐藤典子・木村敦・高橋望・山田寛  [2014]「カラーバリエーションが若年女性における







― [2013]「序章  感性とは」椎塚久雄編『感性工学ハンドブック－感性をきわめ
る七つ道具－』東京：朝倉書店，pp.1-10. 
庄司健 [2010]「香りが感覚・使用感に及ぼす影響」『日本色彩学会誌』34(4)，pp.354-358. 




末永蒼生 [1991]『色彩トレンド 90’s』東京：プレジデント社  
染谷高士・長沢伸也  [2005]「コスメデコルテ AQ クリームミリオリティのプレミアム性  :  
経験価値創造の事例研究(第 2 報)」(社)日本品質管理学会第 34 回年次大会発表要旨，
『品質』35(1)，p.77. 





千々岩英彰 [1983]『色彩学』東京：福村出版  
塚田敢 [1978]『色彩の美学』東京：紀伊國屋書店  
土田哲平・長沢伸也  [2005]「エルメス「カレ」の馬車の物語  : 経験価値創造の事例研
究(第 1 報)」(社)日本品質管理学会第 34 回年次大会発表要旨，『品質』35(1)，p.77. 
電通感性工学ユニット [2011]『そそるマーケティング』東京：ダイヤモンド社  
土井教之 [2014]「“経験産業”における競争と競争力」『経済学論究』関西学院大学経済
学部研究会，68(3)，pp.399-409. 
東京商工会議所編  [2011]『カラーコーディネーションの実際  第四版―カラーコー
ディネーター検定試験 3 級公式テキスト』東京：東京商工会議所  
時長逸子・宇都宮千明  [2009]「広告戦略としてのカラーバリエーションに関する一考察」
『デザイン学研究』56(4)，日本デザイン学会，pp.85-90. 
都甲潔 [2004]『感性の起源 ヒトはなぜ苦いものが好きになったか』東京：中公新書  
鳥潟豊[1923]「Uber die Entgiftungsfahigkeit des Blutes resp. des Hamoglobins verschiedener 










長町三生 編 [1986]『現代の人間工学』東京：朝倉書店  
― [1989]『感性工学－感性をデザインに活かすテクノロジー』東京：海文堂出版  
― [1993]『感性商品学 : 感性工学の基礎と応用』東京：海文堂出版  




―・瀬沼勲・岩重律子  [1974]「情緒工学の研究」『人間工学』10(2)，PP.121-130. 
新村出編 [2008]『広辞苑』第六版, 東京：岩波書店  
日経デザイン編 [2011]『売れる色はこう決める！』東京：日経 BP 社  
日経デザイン包装向上委員会編  [2007]『売れるパッケージデザインの秘密 50』東京：


















山下柚実 [1999]『五感喪失』東京：文藝春秋  
― [2007]「五感による〈多重接点〉が人とモノとの幸福な関係を築く」ベルシス
テム 24 総合研究所編『交感する科学―ビジネスを深化させる最先端コミュニケー
ション研究 (Communication Science for Business)』東京：ベルシステム 24 
山本典弘・長沢伸也  [2005]「日産自動車「X-TRAIL」の使える道具感  : 経験価値創造




Ackerman, D [1990] A Natural History of the Senses, NY: Vintage Books（岩崎徹・原田大介
訳[1996]『「感覚」の博物誌』東京：河出書房新社）  
Aslam, M.M. [2006] “Are You Selling the Right Colour? A Cross-cultural Review of Colour as 
a Marketing Cue.” Journal of Marketing Communications, 12(1), pp. 15-30. 
Baumgarten, A.G. [1750/1758] Aesthetica, Hildesheim：impens. I.C. Kleyb（松尾大訳[1987]
『美学』東京：玉川大学出版部）  
Febvre, L., A. Colbin, and G. Duby [1987] La Sensibilite dans l'histoire, France: EHESS（大
久保康明・小倉孝誠・坂口哲啓 訳[1997]『感性の歴史』東京：藤原書店）  
Dubose, C.N., A.V. Cardello and O. Maller[1980] “Effects of colorants and  flavorants on 
identification, perceived flavor intensity, and hedonic quality of fruit -flavored beverages 
and cake.” Journal of Food Science., 45(5) , pp.1393–1399 
Gilbert, A.N., Martin, R. and S.E. Kemp [1996] "Cross-modal correspondence between vision 




Gulliver [2015]「Laboo!五感で探すクルマ選び」東京：Gulliver，（2015 年 10 月 21 日ア
クセス：http://laboo.221616.com/） 
Hannele, K.R and H.T. Luomala [2010] “Exploring consumers' product-specific colour 
meanings.” Qualitative Market Research: An International Journal , 13(3), pp. 287-308. 
Hirsch, A.R [1995] “Effects of ambient odors on slot -machine usage in a Las Vegas casino.” 
Psychology & Marketing, 12(7), pp. 585-594. 
Hirschman, E.C. and M.B. Holbrook [1982] “Hedonic Consumption : Emerging Concepts, 
Methods, and Propositions.” Journal of Marketing,  Vol.46, 92-101. 
Holbrook, M.B. and E.C. Hirschman [1982] “The Experiential Aspects of Consumpt ion: 
Consumer Fantasies, Feelings, and Fun.” Journal of Consumer Research, Vol.19, 
pp.132-140.  
Kotler, F [1994] Marketing Management, 8
th
 ed.（N.J: Prentice-Hall) 
Labrecque, L.I. and G.R. Miline [2012] “Exciting red and competent blue: The importance of 
color in marketing.” Journal of the Academy of Marketing Science , Vol4(5) Sep，
pp.711-727 
Labrecque, L.I., V.M. Patrick and G.R. Milne [2013] “The marketers’ prismatic palette: A 
review of color research and future directions.” Psychology & Marketing, 30(2), pp. 
187-202. 
m&m’s [2015] “M&M’S®の歩み”, m&m’s , VA: MARS（2015 年 10 月 17 日取得，
http://www.m-ms.jp/history/） 
Miller, E.G. and B.E. Kahn [2005] “Shades of Meaning: The Effect of Color and Flavor Names 
on Consumer Choice.” Journal of Consumer Research, 32(1), pp. 86-92. 
Peters, T. [1997] The Cycle of Innovation: You Can’t Shrink Your Way to Greatness,  NY: Knopf
（邦題『トム・ピーターズの起死回生』TBS ブリタニカ）  
Philipsen, D.H. [1995] “Consumer age affects response to sensory characteristics of a cherry 
flavored beverage.” Journal of Food Science, Vol.60, pp.364-368. 
PineⅡ, B. J. [1993] Mass Customization（夏江健一・坂野友昭監  訳『マス・カスタマイゼー
ション革命』東京：日本能率協会マネジメントセンター  
―and J.H. Gilmore [1998] “Welcome to the Experience Economy.” Harvard Business 
Review, 76(4), pp.97-105 
―and J.H. Gilmore [1999] The Experience Economy, MA: Harvard Business School 
Press.（岡本慶一・小高尚子訳  [2005]『経験経済』東京：ダイヤモンド社）  
Porter, M. [1985]Competitive Strategy: Techniques for Analyzing Industries and Competitors,  
NY: The Free Press 
Ramachandran, V.S. and E. M. Hubbard [2001] “Synaesthesia--a window into perception, 
166 
 
thought and language.” Journal of Consciousness Studies,  8(12), pp. 3-34. 
Roth, H.A., L.J. Radle, S.R. Gifford and F.M. Clydesdale [1988] “Psychophysical relationships 
between perceived sweetness and color in lemon- and lime-flavored drinks”, Journal of 
Food Science, 53(4), pp.1116-1119 
Sagiv, N. and J. Ward [2006] “Chapter15 Crossmodal interactions: lessons from synesthesia.”  
Progress in Brain Research，155(B)，pp.259-271. 
Satyendra, S. [2006] “Impact of color on marketing.” Management Decision, Vol 44(6), 
pp.783-789. 
Schmitt, B.H. [1999] Experiential Marketing, NY: The Free Press.（嶋村和恵・広瀬盛一  訳
[2000]『経験価値マーケティング』東京：ダイヤモンド社）  
―[2003] Customer Experience Management : A Revolutionary Approach to Connecting 
with Your Customers, NJ: Wiley-VCH（嶋村和恵 訳[2004]『経験価値マネジメント』
東京：ダイヤモンド社）  
Shankar, M. U., Levitan, C. A. and C. Spence [2010] “Grape expectations: The role of 
cognitive influences in color–flavor interactions.” Consciousness & Cognition.，19(1)，  
pp.380-390. 
Spector, F. and D. Maurer [2009] “Synesthesia: A new approach to understanding the 
development of perception.” Psychology of Consciousness: Theory, Research, and 
Practice, 1(S), pp.108-129. 
Spenc, C. [2010] “Crossmodal spatial attention.” Annals of the New York Academy of Sciences . 
1191(1), pp.182-200. 
Toffler, A. [1970] Future Shock, NY: Random House.（徳山二郎 訳[1970]『未来の衝撃：激
変する社会にどう対応するか』東京：実業之日本社）  
Watson, L.[2000] Jacobson's Organ: And the Remarkable Nature of Smell , NY：W W Norton & 
Co Inc.（旦敬介  訳[2000] 『匂いの記憶―知られざる欲望の起爆装置:ヤコブソ 
ン器官』東京：光文社）  
Zellner, D.A. and L.A. Whitten [1999] “The effect of color intensity and appropriateness on 






― [2010a]「第 4 章 消費者行動分析の歴史」池尾恭一・南知惠子・井上哲浩共
著『マーケティング』東京：有斐閣，pp.71-106. 
― [2010b]「第 7 章 知識構造と関与水準の分析」池尾恭一・南知惠子・井上哲
浩共著『マーケティング』東京：有斐閣，pp.163-199. 









新井喜美夫編 [1986]『マーケティング用語辞典』東京：東洋経済新報社  
飽戸弘 [1985]『消費文化論―新しいライフスタイルからの発想』東京：中央経済社  
飯田健夫編 [1995]『感じる』東京：オーム社  
イオン株式会社・イオンリテール株式会社・イオントップバリュ株式会社[2015]「2015
年 4 月 24 日ニュースリリース」（ 2015 年 12 月 15 日取得， http://www. 
aeon.info/news/2015_1/pdf/150424R_1.pdf）  





一般財団法人日本色彩研究所  [2015]「研究所概要」，一般財団法人日本色彩研究所 HP
（2015 年 10 月 17 日取得，http://www.jcri.jp/JCRI/sikiken/Sikiken_index.htm）  
稲葉隆 [2013]「携帯電話機にみる市場色とユーザーニーズに関する研究」『日本色彩学
会誌』37(6), 日本色彩学会，pp.576-577. 
稲村耕雄 [1960]『色彩論』改訂版，東京：岩波書店  





伊吹卓 [1986]『売れる色は何色』東京：日刊工業  
― [1987]『色彩マーケティング』東京：中央経済社  
今尾雅弘 [1991]「わが国自動車産業における九○年代の戦略的マーケティング」『經營
學論集』Vol.61，pp.67-80. 
入澤裕介・長沢伸也  [2005]「INAX 社「SATIS」のおもてなしトイレ空間  : 経験価値創




ウルマン, スティーブン [1959] 山口秀夫 訳[1964]『意味論』東京：紀伊国屋書店  
榎新二・長沢伸也 [2005]「アルビレックス新潟  4 万人動員のマネジメント  : 経験価値




大井尚行・福井信行・他 30 名 [2013]『五感を捉える自動車内装・室内空間の快適化技
術大全』東京：サイエンス＆エクノロジー  
大井義雄・川崎秀昭  [1996]『カラーコーディネーター入門  色彩』東京：日本色研事業
株式会社  








緒方康二 [2003]「色彩調節」日本色彩学会編『色彩用語事典』東京：東京大学出版会  
岡本広作 [1968]「第 4 節 商品計画とデザイン，スタイル，色彩，サイズ」『新商品発売
計画』東京：同文館出版，pp.51-57. 
岡山武史 [2013]「小売企業の消費経験に関する一考察」『商経学叢  経営学部開設 10 周
年記念論文集』pp.555-571. 
小川長 [2011]「コモディティ化と経営戦略」『尾道大学経済情報論集』11(1)，pp.177-209. 
小木紀親 [2010]『マーケティング EYE』第 3 版，愛知：中部経済新聞社  






葛西紀巳子 [2004]『売れるお店の色彩学』東京：同文舘出版  






ステム/制御/情報 : システム制御情報学会誌』37(5)，pp.291-299. 
株式会社ファーストリテイリング  [2005]『アニュアルレポート 2005（2004 年 9 月 1 日
～2005 年 8 月 31 日）』，東京：ファーストリテイリング  
株式会社ユニクロ [2015]「フリースコレクション」，ユニクロ・ジーユーオンラインス






川本勝 [1981]『流行の社会心理』東京：勁草書房   











黒坂俊介・長沢伸也  [2005]「京都祇園のお茶屋「一力亭」の演出力  : 経験価値創造の
事例研究(第 6 報)」(社)日本品質管理学会第 34 回年次大会発表要旨，『品質』35(1)，
p.77. 












五年史』 (1968.12)」，渋沢社史データベース，（ 2015 年 10 月 17 日取得，
http://Shashi.shibusawa. 
or.jp/details_nenpyo.php?sid=1750&query=&class=&d=all&page=42） 
高坂美紀 [2003]『売れる色・売れるデザイン』東京：BNN 新社  
国立情報学研究所 [2015]「博士論文書誌データベース」，東京：国立国会図書館（2015
年 10 月 17 日取得，https://dbr.nii.ac.jp/infolib/meta_pub/G0000016GAKUI1）  
小阪裕司[2006]『「感性」のマーケティング―心と行動を読み解き，顧客をつかむ』東
京：PHP ビジネス新書  
小嶋真知子 [2014]『カラーデザイン公式ガイド[感性編] supported by Pantone すぐに役
立つ色彩の使い方』改訂版，東京：美術出版社  
小林重順 [1965]『デザインのための色彩心理学』東京：誠信書房  
近藤公彦 [2013]「小売業における価値共創―経験価値のマネジメント」『マーケティ
ング・ジャーナル』日本マーケティング協会，32(4),  pp.50-62. 
近藤文男  [1987]「生成期のマーケティング論（上）―R.S.バトラー理論の特徴」『經
濟論叢』京都大學經濟學會，139(4-5)，pp.295-313. 
小見山慶子  [2012]「感性価値に影響を与える色彩およびデザインの要素について -自動
車のボディーカラー及びフロントマスクの事例から」慶應義塾大学大学院経営管理
研究科修士論文  
財団法人日本色彩研究所監修  [1986]『Color System』東京：日本色研事業  
齋藤美穂  [2005]「香りと色の組み合わせがもたらす心理的・生理的効果」『Aroma 
research : Journal of aroma science and technology』フレグランスジャーナル社，6(1)，
pp.82-87. 
齋藤美穂 [2010]「色彩と感覚協調」『日本色彩学会誌』34(4)，pp.359-363. 























ド・ビジネス・レビュー』  26(6)，東京: ダイヤモンド社，pp.98-105. 
渋川育由・高橋ユミ [1983]『配色辞典』東京：河出書房新社  
島田一男 [1984]「モチベーション・リサ-チ再考」『年報社会心理学』東京：勁草書房，
Vol.25，pp.37-52 
清水聰 [2006]「第 1 章 消費者の意思決定プロセスとコミュニケーション」田中洋・清
水聰編『消費者・コミュニケーション戦略－現代のマーケティング戦略④』東京：
有斐閣，pp.203-230. 
下川浩一 [1992]『世界自動車産業の興亡』東京：講談社  
庄司健 [2010]「香りが感覚・使用感に及ぼす影響」『日本色彩学会誌』34(4)，pp.354-358. 








イニング』Vol.11,  pp.4-75. 
隅田孝 [2005]「わが国の成熟社会における消費の意味についての再考察」『社会・経済
システム』Vol.26，pp.191-200. 
関秀光編 [1968]『色彩管理－企業のカラー戦略』東京：日刊工業新聞社  
172 
 
全国服飾教育者連合会（A・F・T）[2009]『文部科学省後援  色彩検定®公式テキスト 3
級編』東京：A・F・T 企画  
ソフトバンクグループ  [2007]「ソフトバンクケータイがさらに進化 2007 年春・新商品  
記者説明会『SoftBank Collection Spring 2007』」，ソフトバンク NOW 2007 年，東京：
ソフトバンクグループ（ 2015 年 12 月 08 日取得，http://www.softbank.jp/corp/ 
news/sbnews/sbnow/2007/20070220_02/）  
染谷高士・長沢伸也  [2005]「コスメデコルテ AQ クリームミリオリティのプレミアム性  :  
経験価値創造の事例研究(第 2 報)」(社)日本品質管理学会第 34 回年次大会発表要旨，
『品質』35(1)，p.77 









千々岩英彰 [1983]『色彩学』東京：福村出版  
塚田敢 [1960]「色彩とイメージ」『広告』博報堂，147，pp.12-20. 
― [1978]『色彩の美学』東京：紀伊國屋書店  
土田哲平・長沢伸也  [2005]「エルメス「カレ」の馬車の物語  : 経験価値創造の事例研
究(第 1 報)」(社)日本品質管理学会第 34 回年次大会発表要旨，『品質』35(1), p.77. 
鄭智源・渋谷邦夫  [1992]「工業製品の色彩計画の方法に関する研究」『デザイン学研究』
Vol.93, p93. 
出牛正芳編 [1998]『基本マーケティング用語辞典』第 3 版, 東京：白桃書房  





東京商工会議所編  [2008]『カラーコーディネーションの実際  第二版―カラーコー
ディネーター検定試験 1 級公式テキスト  第 1 分野ファッション色彩』東京：東京
商工会議所  
―  [2011]『カラーコーディネーションの実際  第四版―カラーコーディネー
ター検定試験 3 級公式テキスト』東京：東京商工会議所  
173 
 
徳大寺有恒[1996]「日本車の現代史」上野千鶴子  編『現代の世相①  色と欲』，pp.104-122. 
都甲潔 [2004]『感性の起源 ヒトはなぜ苦いものが好きになったか』東京：中公新書  
特許庁意匠課 [2009]『意匠制度 120 年の歩み』東京：特許庁意匠課  
鳥潟豊[1923]「Uber die Entgiftungsfahigkeit des Blutes resp. des Hamoglobins verschiedener 
Tierarten gegen Sublimat (諸種動物血殊に血色素の昇汞に対する解毒作用に就て)」
博士学位論文，東京帝国大学  
トヨタ自動車株式会社 [1987] 『創造限りなくトヨタ自動車 50 年史』愛知：トヨタ自動
車株式会社  
― [2015]「第 3 項 大衆乗用車パブリカと新型クラウン RS40 型の生産、販売」，











中西正雄編著 [1984]『消費者行動分析のニュー・フロンティア』東京：誠文堂新光社  
長町三生 編 [1986]『現代の人間工学』東京：朝倉書店  
― [1989]『感性工学－感性をデザインに活かすテクノロジー』東京：海文堂出版  
― [1993]『感性商品学 : 感性工学の基礎と応用』東京：海文堂出版  




―・瀬沼勲・岩重律子  [1974]「情緒工学の研究」『人間工学』10(2), pp.121-130. 
新倉貴志 [2012]「第 7 章 情報処理の動機づけ」青木幸弘・佐々木壮太郎・松下光司共
著『消費者行動論―マーケティングとブランド構築への応用』東京：有斐閣，
pp.163-184. 
新村出編 [2008]『広辞苑』第六版，東京：岩波書店  
西原達也 [1994]『消費者の価値意識とマーケティング・コミュニケーション』東京：日
本評論社  




日経デザイン編 [2011]『売れる色はこう決める！』東京：日経 BP 社  
日経デザイン包装向上委員会編  [2007]『売れるパッケージデザインの秘密 50』東京：
日経 BP 社  
延岡健太郎 [2008]『価値づくりの技術経営：意味的価値の創造とマネジメント』東京：
IIR ワーキングペーパー  
野村順一 [1963]「色彩嗜好説―とくに輸出市場における」日本商業学会  
― [1964a]「色彩嗜好の民族説について―輸出市場の研究」『経済経営論集』




洋大学経済研究所   
― [1965b]「色彩嗜好の年齢説について―製品開発の研究」『経済経営論集』
Vol.40，東洋大学経済研究所  
― [1966a]『商品色彩論』東京：千倉書房  
― [1966b]「色彩嗜好の製品説について―製品開発の研究」『経済経営論集』
Vol.41，東洋大学経済研究所  
― [1969]『販売カラー戦略』東京：学習研究社  





















深見義一編 [1980]『増補 マーケティング辞典』増補 31 版，東京：中央経済社  
藤永保 [2013]『最新心理学事典』東京：平凡社  
ブランドデータバンク [2008]『調査 3 万人の消費 世代×性別×ブランドで切る！』東京：
日経デザイン  
―  [2009]『新 世代×性別×ブランドで切る！』東京：日経デザイン  
ベルク，ラッセル  [2001]「ポストモダン・マーケティングの技術」『DIAMOND ハーバー
ド・ビジネス・レビュー』 ,26(6) , pp.64-73. 
堀内圭子[2001]『「快楽消費」の追求』東京：白桃書房  







ホルブルック，モリス B. [2001]「3D ステレオグラムに見る消費観点の融合」『DIAMOND
ハーバード・ビジネス・レビュー』26(6), pp.141-145. 
牧田幸裕 [2012]『ポーターの「競争戦略」を使いこなすための 23 問：どうすれば差別
化を機能させられるのか？』東京：東洋経済新報社  
牧野圭子  [1995] 「消費経験主義の検討」『経営と情報静岡県立大学・経営情報学部 /
学報』vol.8(1), pp.117-133. 










田商業研究』, 48(2), pp.129-155. 










―・齋藤美穂 [2008a]「香りと色彩の感情次元と調和性」『Aroma research : Journal 
of aroma science and technology』フレグランスジャーナル社，9(3)，pp.264-268. 
―・齋藤美穂 [2008b]「香りと色の調和が精神負荷後回復期に及ぼす影響―CgA






三浦俊彦 [2006a]「第 5 章 消費者行動分析」和田充夫・恩蔵直人共著『マーケティング
戦略第 3 版』東京：有斐閣アルマ，pp.100-123. 
― [2006b]「第 12 章 競争対応」和田充夫・恩蔵直人共著『マーケティング戦略
第 3 版』東京：有斐閣アルマ，pp.259-281. 
―・伊藤直史  [1999]「思考型／感情型製品類型と国際マーケティング戦略」『マー
ケティング・ジャーナル』Vol.72 
三上富三郎編著 [1969]「6 章 色彩と流行」『商品知識：コンサルタントのための』東京：
同文館出版，pp.60-76. 
三澤千代治 [1978]「住宅革命」『財界にっぽん』10(8)，pp.118-125. 
三島俊介 [2005]『なる本カラーコーディネーター』東京：週刊住宅新聞社  
三菱電機株式会社 [1982]『三菱電機社史―創立 60 周年』東京：三菱電機  





える影響」『日本人間工学会大会講演集』48spl(0), pp.158-159.  
森永泰史 [2005]「デザイン（意匠）重視の製品開発：自動車企業の事例分析」『組織科
学』39(1), pp.95-109. 







山下柚実 [1999]『五感喪失』東京：文藝春秋  
― [2007]「五感による〈多重接点〉が人とモノとの幸福な関係を築く」ベルシス
テム 24 総合研究所編『交感する科学―ビジネスを深化させる最先端コミュニケー
ション研究 (Communication Science for Business)』東京：ベルシステム 24 
山本典弘・長沢伸也  [2005]「日産自動車「X-TRAIL」の使える道具感  : 経験価値創造
の事例研究(第 4 報)」(社)日本品質管理学会第 34 回年次大会発表要旨，『品質』35(1), 
p.77. 
横山栄・坂本慎一・小林智尋・橘秀樹  [2013]「電気自動車車室内における音環境に関す







Abbott, A.G. [1947] The color of life, NY：McGraw-Hill Book 
Ackerman, D [1990] A Natural History of the Senses, NY: Vintage Books（岩崎徹・原田大介
訳[1996]『「感覚」の博物誌』東京：河出書房新社）  
Alderson, W. [1957] Marketing Behavior and Executive Action: A Functionalist Approach to 
Marketing Theory, IL: Irwin.（石原武政訳 [1984]『マーケティング行動と経営者行
動：マーケティング理論への機能主義的接近』東京: 千倉書房）  
American Marketing Association [2015] “Definition of Marketing .” American Marketing 
Association HP, IL: American Marketing Association.（2015 年 10 月 21 日取得，
https://www.ama.org/AboutAMA/Pages/Definition-of- Marketing.aspx） 
Anderson, P.F. [1983] “Marketing, Scientific Progress and Scientific Method.” Journal of 
Marketing, Vol.47 (Fall). 
Andreasen, A.R. and R.W. Belk [1980] “Audience Development.” Research Division Report  
#14, DC: National Endowment for the Arts.  
Aslam, M.M. [2006] “Are You Selling the Right Colour? A Cross-cultural Review of Colour as 
a Marketing Cue.” Journal of Marketing Communications, 12(1), pp. 15-30. 
Bartels, R. [1976] The History of Marketing Thought, 2nd ed., MN：Grid Publishing.（山中豊
国 訳[1979]『マーケティング理論の発展』，東京：ミネルヴァ書房）  




― [1970] La Société de consommation, Paris: Editions Gallimard.（今村仁司・塚原史
訳[1979]『消費社会の神話と構造』，東京：紀伊國屋書店）  
Bearden, W.O. and M.J. Etzel [1982] “Reference Group Influence on Product and Brand 
Purchase Decision.” Journal of Consumer Research, 9 (September) 
Belk, R.W., K.D. Bahn and R.H. Mayer. [1982] “Developmental Recognition of Consumption 
Symbolism.” Journal of Consumer Research, Vol.9 (Jun.). 
Bettman, J.R. [1979] An Information Processing Theory of Consumer Choice , Boston: 
Addison- Wesley. 
Birren, F. [1950] Color Psychology and Color Therapy , NY：McGraw-Hill（佐藤邦夫 訳
[2009]『ビレン色彩心理学と色彩療法―人類の福祉と生命体の諸反応を支える光
と色のさまざまな様相』東京：青娥書房）  
― [1956] Selling Color to People, NY：University Books 
Bourne, F.S. [1957] “Group Influence in Marketing and Publ ic Relations.” in Likert, R. and S. 
P. Hayes (eds.), Some Applications of Behavioral Research, Paris: UNESCO, pp.207-255. 
Bridges, K.M.B. [1932] “Emotional Development in Early Infancy.” Child Development, 3, 
pp.324-341 
Butler, R.S. [1917] Marketing Methods, NY：Alexander Hamilton Institute 
Campbell, C. [1987] The Romantic Ethic and Spirit of Modern Consumerism, NY: Basil 
Blackwell, Ltd. 
Celci, R., Rose, R.L. and Leich, T.W. [1993] “An Exploration of High-Risk Leisure 
Consumption through Skydiving.” Journal of Consumer Research, 20, pp.1-23 
Chaudhuri, A. [2006] Emotion and Reason in Consumer Behavior, MA: Elsevier Inc.（恩蔵直
人・平木いくみ・井上淳子・石田大典  訳[2007]『感情マーケティング－感情と理性
の消費者行動』東京：千倉書房）  
Cheskin, L. [1947] Colors: What They Can Do for You , NY: Liveright Publishing Corporation
（大智浩 訳[1954]『役立つ色彩』東京：白揚社）  
― [1951] The Modern Commercial Color Handbook, NY: Liveright.（大智浩 訳[1955]
『商業色彩ハンドブック：利を生む色彩』東京：白揚社）  
― [1954] Color Guide for Marketing Media, London: MacMillan.（大智浩 訳[1957]
『販売と色彩』東京：白揚社）  
― [1959] Why People Buy: Motivation Research and its Successful Application , NY：
Liveright Publishing Corporation,（大智浩 訳[1963]『ひとはなぜ買うか―購買の動
機調査とその活用』東京：白揚社）  
Cohn, J. [1894] “Experimentelle Untersuchungen über die Gefühlsbetonung der Farben, 
Helligkeiten und ihrer Combinationen.”, Philosophische Studien, Vol.10, pp.562-602. 
179 
 
Derbaix, C. and M.T. Pham [1991] “Affective Reactions to Consumption Situations: A Piolot 
Investigation,” Journal of Economic Psychology, Vol.12. 
Deshpande, R. [1983] “ ‘Paradigm Lost’ : On Theory and Method in Research in Marketing.” 
Journal of Marketing, Vol.47 (Fall). 
Dichter, E. [1947] “Psychology in Market Research .” Harvard Business Review, Vol.25, 
pp.432-443. 
― [1960] The Strategy of Desire, NY: Doubleday. 
DiMaggio, P., M. Useem and P. Brown [1978] “Audience Studies of the Performing Arts  and 
Museums: A Critical Review.” Research Division Report #9, DC: National Endowment for 
the Arts. 
Dubose, C.N., A.V. Cardello and O. Maller[1980] “Effects of colorants and flavorants on 
identification, perceived flavor intensity, and hedonic quality of fruit -flavored beverages 
and cake.” Journal of Food Science., 45(5) , pp.1393–1399. 
Ekman, P. and W. V. Friesen [1975] Unmasking the Face, NJ: Prentice Hall（工藤力 訳[1987]
『表情分析入門：表情に隠された意味をさぐる』東京：誠信書房）  
Engel, J.F., R.D. Blackwell and P.W. Miniard [1995] Consumer Behavior, (8th ed.), Orland: The 
Dryden Press, p.4. 
Febvre, L., A. Colbin, and G. Duby [1987] La Sensibilite dans l'histoire, France: EHESS（大
久保康明・小倉孝誠・坂口哲啓 訳[1997]『感性の歴史』東京：藤原書店）  
Fishbein, M. [1963] “An investigation of the relationships between beliefs about an object and 
the attitude toward that object.” Human Relations , Vol.16, pp.233-240. 
Frey, A.W. [1953] Advertising, NY：Ronald Press. 
Gardner, B.B. and S.J. Levy [1955] “The product and the brand.” Harvard Business Review,  
March-April 1955, pp. 33-39. 
Georgano, G.N. [1993] The American Automobile: A Centenary, 1893-1993, NY：Smithmark 
publishers Inc,（原伸介 訳[1996]『アメリカ車の 100 年 1893-1993』東京：二玄社） 
Gilbert, A.N., Martin, R. and S.E. Kemp [1996] "Cross-modal correspondence between vision 
and olfaction: The color of smells.” American Journal of Psychology, Vol.109, 
pp.335-351. 
Gulliver [2015]「Laboo!五感で探すクルマ選び」東京：Gulliver，（2015 年 10 月 21 日ア
クセス：http://laboo.221616.com/） 
Hannele, K.R and H.T. Luomala [2010] “Exploring consumers' product -specific colour 
meanings.” Qualitative Market Research: An International Journal , 13(3), pp. 287-308. 
Havlena, W.J. and M.B. Holbrook [1986] “The Varieties of Consumption Experience: 
Comparing Two Typologies of Emotion in Consumer Behavior.” Journal of Consumer 
Research, Vol.13, pp.394-404. 
180 
 
Hepner, H.W. [1956] Modern advertising: practices and principles, NY: McGraw-Hill  
Hirsch, A.R [1995] “Effects of ambient odors on slot -machine usage in a Las Vegas casino.”  
Psychology & Marketing, 12(7), pp. 585-594. 
Hirschman, E.C. [1981] “Comprehending Symbolic Consumption: Three Theoretical Issues.” 
in E. C. Hirschman and M. B. Holbrook (eds.), Symbolic Consumer Behavior, MI: 
Association for Consumer Research.  
― and M.B. Holbrook [1981] “Symbolic Consumer Behavior: An Introduction.” in E. C. 
Hirschman and M. B. Holbrook (eds.), Symbolic Consumer Behavior. MI: Association for 
Consumer Research. 
― and M.B. Holbrook [1982] “Hedonic Consumption: Emerging Concepts, Methods, 
and Propositions.” Journal of Marketing, 46, pp.92-101. 
Holbrook, M.B. [1980] “Some Preliminary Notes on  Research in Consumer Esthetics.” 
Advances in Consumer Research, Vol.7 
― [1987] “Progress and Problems in Research on Consumer Esthetics.” in D. V. Shaw, 
W. S. Hendon and C. R. Waits (eds.), Artists and Cultural Consumers, OH：Association for 
Cultural Economics. 
― and E.C.Hirschman [1982] “The Experiential Aspects of Con sumption: Consumer 
Fantasies, Feelings, and Fun.” Journal of Consumer Research, Vol.19, pp.132-140. 
― and E.C. Hirschman [1993] The Semiotics of Consumption: Interpreting Symbolic 
Consumer Behavior in Popular Culture and Works of Art , Berlin/NY: Mouton de Gruyter. 
―and J.Huber [1979] “Separating Perceptual Dimensions from Affective Overtones : 
An Application to Consumer Aesthetics.” Journal of Consumer Research, Vol.5 (4), 
pp.272-283. 
― and M.W. Grayson [1986] “The Semiology of Cinematic Consumption: Symbolic 
Consumer Behavior in Out of Africa.” Journal of Consumer Reserch, 13(3), pp.374-381. 
―and S.A.Bertges [1981] “Perceptual Veridicality in Esthetic Communication : A 
Model, General Procedure, and Illustration.” Consumer Research, Vol.8 (4), pp.387-424. 
Holman, R.H. [1981] “Apparel as Communication.” in E. C. Hirschman and M. B. Holbrook 
(eds.), Symbolic Consumer Behavior. MI: Association for Consumer Research.  
Horiuchi, K. [2003] “A New Perspective on Hedonic Consumption.” Turley, D. and S. Brown 
(eds.), European Advances in Consumer Research, Vol.6, Valdosta: Association for 
Consumer Reserch. pp.265-269. 
Howard, J.A. and J.N. Sheth [1969] The Theory of Buyer Behavior, NY: John Wiley & Sons. 
Hutchinson, W.Z., J.M. Levy, J. Hoegg, D. Dahl, R. Raghunathan, R.J.Zhu, R.Reber, C.P. 
Moreau, F. Brunel, A.J. Joy, J. Schroeder, R. Chitturi, J. Alba, M. Luchs, X. Deng, R.K. 
Batra, Boston [2009] “Roundtable: Aesthetocs and consumption .” IN A.L.McGill and S. 
181 
 
Shavitt(Eds.) Advances in consumer research, 36.Duluth, MN: Association for Consumer 
Research, pp.810-811. 
Intercolor [2016]「PRESENTATION 2015」（2016 年 1 月 8 日取得 http://www.intercolor.nu 
/download/INTERCOLOR_PR2015_EN.pdf）  
Iyenger, S.S. and M.R.Lapper [2000] “When choice is demotivating : Can one desire too much 
of a good thing? ” Journal of Personality and Social Psychology, Vol.79(6), pp.995-1006. 
Jacoby, J., D.E. Speller, and C.A. Kohn [1974] “Brand Choice behavior as a function of 
information load,”  Journal of Marketing Research, vol.11, pp.63-69. 
jafca [2015]「カラートレンド」，一般財団法人日本流行色協会 HP（2015 年 10 月 17 日取
得，http://www.jafca.org/colortrend/） 
Johnson, L.K. [1957] Sales and Marketing Management, MA: Allyn & Bacon 
Kahneman, D. [2003] “A perspective on judgment and choice: Mapping bounded rationality.” 
American Psychologist, 58, pp.697-720 
Kassarjin, H.H. [1980] “Consumer Esthetics: A Commentary.” in J. C. Olsen (ed.), Advances in 
Consumer Research, Vol.7, MI: Association for Consumer Research 
Kobayashi, Hisayoshi and Yoshitake, Miki and Tsuchiya, Hiroyasu and Tanaka, Yu nad Vinai, 
Norasakkunkit and Koyama, Shinichi and Hibino, Haruo. [2011] “Effect of color variation 
on consumer satisfaction with choice : the case of fashion – and style-oriented products,” 
International Association of Societies of Design Research 2011 Proceedings , (4 pages on 
Conference CD-ROM) 
Kotler, F [1994] Marketing Management, 8th ed.（N.J: Prentice-Hall) 
Kotler, P. [1972] “A Generic Concept of Marketing.” Journal of Marketing, Vol.36（April） 
― and S.J. Levy [1969] “Broadening the Concept of Marketing .” Journal of Marketing, 
Vol.33（January）  
Kirkpatrick, C.A. [1959] Advertising: Mass Communication in Marketing, MA：Houghton 
Mifflin 
Labrecque, L.I. and G.R. Miline [2012] “Exciting red and competent blue: The importance of 
color in marketing.” Journal of the Academy of Marketing Science , Vol4(5) Sep，
pp.711-727. 
―, V.M. Patrick and G.R. Milne [2013] “The marketers’ prismatic palette: A review of 
color research and future directions.” Psychology & Marketing, 30(2), pp. 187-202. 
Levy, S.J. [1959] “Symbols for Sale.” Harvard Business Review, Vol.37. 
―  [1981] “Interpreting Consumer Mythology: A Structua l Approach to Consumer 
Behavior.” Journal of Marketing, Vol.45 (Summer). 
―  and J.A. Czepiel [1975] “Marketing and Aesthetics,” Proceedings of the 1974 




Levy, A.S., S.B. Fein and R.E. Schcker [1996] “Performance Characteristics of seven nutrition 
label formats.” Journal of Public Policy $ Marketing, vol.15, pp.1-15. 
Lucas, D.B. and C. E. Benson [1930] Psychology for advertisers, NY：Harper & brothers 
Martineau, P. [1958] “Social Classes and Spending Behavior.” Journal of Marketing, Vol.23, 
pp.121-130.  
Mehrabian, A. and J.A. Russell [1974] An Approach to Environmental Psychology, MA: The 
MIT Press.  
Miller, E.G. and B.E. Kahn [2005] “Shades of Meaning: The Effect of Color and Flavor Names 
on Consumer Choice.” Journal of Consumer Research, 32(1), pp. 86-92. 
m&m’s [2015] “M&M’S®の歩み”, m&m’s , VA: MARS（2015 年 10 月 17 日取得，
http://www.m-ms.jp/history/） 
Nystrom, P.H.ed., [1954] Marketing Handbook, NY: Ronald Press 
Osgood, C.E.，G.J. Suci and P.H. Tannenbaum [1957] The Measurement of Meaning, IL：
University of Illinois Press.  
Packard, V. [1957] The Hidden Persuaders, NY: David Mckay.（林周二 訳 [1958]『かくれ
た説得者』東京：ダイヤモンド社）  
PARKER [2015] “Parker History.” Switzerland: NWL Switzerland sÃ rl, 10 chemin de 
Blandonnet â 1214 VERNIER and its subsidiaries and affiliates, （2015 年 10 月 17 日取
得，http://www.parkerpen.com/en-GB/stories/parker-history）  
PARKERCOLLECTOR.COM [2015] “Parker Duofold 1921 -1933”, parkerpens.net, Tony 
Fischier and The Parker Pen Company®/Sanford Ecriture, （2015 年 10 月 17 日取得，
http://parkerpens.net/duofold.html） 
Peter, J.P. and J.C. Olson [1983] “Is Science Marketing?” Journal of Marketeing, Vol.47 (Fall).  
Peters, T. [1997] The Cycle of Innovation: You Can’t Shrink Your Way to Greatness, NY: Knopf
（邦題『トム・ピーターズの起死回生』TBS ブリタニカ）  
Philipsen, D.H. [1995] “Consumer age affects response to sensory characteristics of a cherry 
flavored beverage.” Journal of Food Science, 60, pp.364-368. 
Pie Books [2007a]『70’s 日本の雑誌広告』東京：ピエ・ブックス  
― [2007b]『80’s 日本の雑誌広告』東京：ピエ・ブックス  
― [2010]『60’s 日本の雑誌広告』東京：ピエ・ブックス  
PineⅡ, B. J. [1993] Mass Customization（夏江健一・坂野友昭  監訳『マス・カスタマイゼー
ション革命』東京：日本能率協会マネジメントセンター  
― and J.H. Gilmore [1998] “Welcome to the Experience Economy”, Harvard Business 
Review, 76(4), pp.97-105. 
― and J.H.Gilmore [1999] The Experience Economy, MA: Harvard Business School 
183 
 
Press.（岡本慶一・小高尚子  訳[2005]『経験経済』東京：ダイヤモンド社）  
Porter, M. [1985] Competitive Strategy: Techniques for Analyzing Industries and Competitors ,  
NY: The Free Press 
Ramachandran, V.S. and E. M. Hubbard [2001] “Synaesthesia--a window into perception, 
thought and language.” Journal of Consciousness Studies,  8(12), pp. 3-34. 
Ratneshwar, S., Mick, D.G. and C. Huffman (eds.) [2000] The Why of Consumption, London 
and NY：Routlede. 
Roth, H.A., L.J. Radle, S.R. Gifford and F.M. Clydesdale [1988] “Psychophysical relationships 
between perceived sweetness and color in lemon- and lime-flavored drinks”, Journal of 
Food Science, 53(4), pp.1116-1119 
Russell, J.A. [1980] “A Circumplex Model of Affect.” Journal of Personality and Social 
Psychology, 39(6), pp.1161-1178. 
Richins, M.L. [1997] “Measuring Emotions in the Consumption Experience.” Journal of 
Consumer Research, Vol.24 
Sagiv, N. and J. Ward [2006] “Chapter15 Crossmodal interactions: lessons from synesthesia.”  
Progress in Brain Research，155(B)，pp.259-271. 
Satyendra, S. [2006] “Impact of color on marketing.” Management Decision, 44(6), 
pp.783-789. 
Scammon,D.L. [1977] “Information load and consumers.” Journal of Consumer Psychology, 
vol.4, pp.148-155. 
Schmitt, B.H. [1999] Experiential Marketing：How to Get Customers to SENSE, FEEL, THINK, 
ACT, and RELATE to Your Company and Brands，NY: The Free Press, （嶋村和恵・広
瀬盛一 訳[2000] 『経験価値マーケティング―消費者が「何か」を感じるプラス
α の魅力』東京：ダイヤモンド社）  
―[2003] Customer Experience Management : A Revolutionary Approach to Connecting 
with Your Customers, NJ: Wiley-VCH（嶋村和恵 訳[2004]『経験価値マネジメント』
東京：ダイヤモンド社）  
Shankar, M. U., Levitan, C. A. and C. Spence [2010]“Grape expectations: The role of cognitive 
influences in color–flavor interactions.” Consciousness & Cognition.，19(1)， pp.380-390. 
Sharpe, D.T. [1974] The Psychology of Color and Design, CH：Nelson-Hall Inc.，（千々岩英
彰・齋藤美穂 訳[1993]『色彩の力―色の深層心理と応用』東京：福村出版）  
Sherry, J.F., Jr. [1991] “Postmodern Alternatives: The Interpr etive Turn in Consumer Research.” 
in T. S. Robertson and H. H. Kassarjian (eds.), Handbook of Consumer Behavior, NJ: 
Prentice-Hall. 
Sidgwick, H. [1907] The Methods of Ethics，7th ed., London: Macmillan and Co., Ltd.  
Snow, A.J. [1925] Psychology in Business Relation, NY: A. W. Shaw Company 
184 
 
Solomon, M.R. [1983] “The Role of Products as Social Stimuli: A Symbolic Interactionism 
Perspective,” Journal of Consumer Research, 10 (3), pp.319-329. 
Spector, F. and D. Maurer [2009] “Synesthesia: A new approach to understanding the 
development of perception.”， Psychology of Consciousness: Theory, Research, and 
Practice, 1(S), pp.108-129. 
Spen, C. [2010] “Crossmodal spatial attention.” Annals of the New York Academy of Sciences . 
1191(1), pp.182-200. 
Toffler, A. [1970] Future Shock, NY: Random House.（徳山二郎 訳[1970]『未来の衝撃：激
変する社会にどう対応するか』東京：実業之日本社）  
TOYOTA MOTOR CORPORATION [2015]「TOYOTA、クラウンをマイナーチェンジ－同
時に“マジェスタ”シリーズを一部改良－」，TOYOTA Global Newsroom 2015 年 10 月
01 日，（2015 年 11 月 09 日取得，http://newsroom.toyota.co.jp/jp/download/9762374） 
Vaughn, R. [1980] “How advertising works: A planning model.” Journal of Advertising 
Research, Vol 20(5), pp. 27-33. 
Venkatesh, A. and L.A. Meamber [2008] “The aesthetics of consumption and the consumer as 
an aesthetic.” Consumption, Markets & Culture, 11(1), pp.45-70. 
Watson, L.[2000] Jacobson's Organ: And the Remarkable Nature of Smell , NY：W W Norton & 
Co Inc.（旦敬介 訳[2000] 『匂いの記憶―知られざる欲望の起爆装置:ヤコブソン
器官』東京：光文社）  
Wilkie, W.L. and E.A. Pessemier [1973] “Issues in Marketing’s Use of Multi -Attribute Attitude 
Models.” Journal of Marketing Research, Vol.10, pp.428-441. 
Wright, P.L. [1973] “Use of Consumer Judgment Models in Promotion Planning.” Journal of 
Marketing, Vol.37, pp.27-33. 
Zellner, D.A. and L.A. Whitten [1999] “The effect of color intensity and appropriateness on 










武庫川女子大学 情報メディア学科 赤岡仁之・和泉志穂  
 
１．氏名・年齢・性別・居住地域（都道府県）を教えてください。 
  氏名（任意）          西暦      年生まれ    女  ・ 男   居住地域（      ）  
 
２．現在の居住形態を教えてください。 
  一人暮らし ・ 学生寮 ・ 家族暮らし（    ）人 →  家族構成（                 ） 
 
３．あなたは自動車をよく使用（運転、乗車を含む）しますか？         
（４:よく使用する、３：時々使用する、２：あまり使用しない、１：使用しない）  該当するレベルに○を記入ください。 
 
 
４．あなたは運転免許を取得していますか？                 はい  ・  いいえ  
 
５．あなたは自動車を使用する際、自動車の種類やそれに乗る自分に対する他人の目を、どの 
程度気にしますか？                         








７．あなたの家に自動車はありますか？                  はい ・  いいえ   
                                   →「いいえ」と回答した人は、設問１０へ 
 
4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 
4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 




 ア）あなたの家は、自動車（乗用車）を何台所有していますか？    （     ）台 
 
 イ）あなたは、家にある自動車を運転していますか？       
（４:よくする、３：時々する、２：あまりしない、１：しない）    該当するレベルに○を記入ください。 
  
 





 ア）あなたは、自分の自動車によく乗りますか？         
（４:よく乗る、３：時々乗る、２：あまり乗らない、１：乗らない）   該当するレベルに○を記入ください。 
  
 
イ）あなたは、自分の自動車をよく運転していますか？     
（４:よくする、３：時々する、２：あまりしない、１：しない）     該当するレベルに○を記入ください。 
 






形  態  色  購 入 基 準 
(複数○可 ,最優先項目に◎ ) 
使 用 用 途 





 燃費  ・  価格  ・  色  ・  メーカー   
デザイン  ・  積載量  ・  その他  
 
通勤  ・  仕事  ・  ドライブ  ・  送迎  





 燃費  ・  価格  ・  色  ・  メーカー   
デザイン  ・  積載量  ・  その他  
 
通勤  ・  仕事  ・  ドライブ  ・  送迎  
 旅行  ・  買い物・  その他  
 
4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 
4 ・ 3 ・ 2 ・ 1 









番号  色  スタイル  燃費  総合的満足度  
Ａ  4 ・  3 ・  2 ・  1 4 ・  3 ・  2 ・  1 4 ・  3 ・  2 ・  1 4 ・  3 ・  2 ・  1 







車体デザイン  4 ・  3 ・  2 ・  1 内装デザイン  4 ・  3 ・  2 ・  1 
車体色  4 ・  3 ・  2 ・  1 内装色  4 ・  3 ・  2 ・  1 
エンジン音  4 ・  3 ・  2 ・  1 ドア開閉音  4 ・  3 ・  2 ・  1 
ステレオ音  4 ・  3 ・  2 ・  1 ブレーキ音  4 ・  3 ・  2 ・  1 
シートの素材感  4 ・  3 ・  2 ・  1 ドアノブの使い心地  4 ・  3 ・  2 ・  1 
ハンドルの素材感  4 ・  3 ・  2 ・  1 内装パネルの素材感  4 ・  3 ・  2 ・  1 
室内全体の香り  4 ・  3 ・  2 ・  1 シート素材の香り  4 ・  3 ・  2 ・  1 
芳香剤の香り  4 ・  3 ・  2 ・  1 エアコンのにおい  4 ・  3 ・  2 ・  1 
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